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研究成果発表会2010
報　告

平成22年11月17日（水）、新宿明治安田生命ホー
ル（東京都新宿区）において、「未来につなげよう安
全・安心な農業と環境」をテーマとして、研究成果発
表会2010を開催しました。
近年、地球温暖化や生態系の変化、農産物の安全

性確保に関する問題が顕在化し、世界的に食や環境の
安全性への関心が高まる中、農業環境技術研究所では、
農業生産を支える環境の安全性を確保するため、農業
環境のリスクの評価や管理に関する研究開発を重点的
に実施してきましたが、そうした最新の研究活動や成
果を広く一般の方々に紹介しようというのが、この発
表会の目的です。今回は新たな試みとして、研究成果
の内容を参加者の方々により理解して頂くために、司
会・ファシリテータとして科学ライターの松永和紀氏
をお招きし、それぞれの成果紹介の後に、発表者との
対談をお願いしました。当日の参加者総数は154名で、
一般の方28名、企業・団体から50名、大学から4名、
公設の研究機関より12名、農林水産省などの行政か
ら18名の参加を頂きました。当所からの参加者は42
名でした。

発表会では、佐藤洋平理事長による開会挨拶、農
林水産省農林水産技術会議事務局の松田紀子研究総
務官による来賓挨拶に続き、長谷部亮研究統括主幹が、
「農業環境研究10年の歩み」と題して、当所が独立行
政法人に移行してから10年間の研究の狙いや成果に
ついて報告しました。

引き続き研究成果の紹介に移り、農業が育むもう一
つの自然「茶草場の生物多様性」（生物多様性研究領
域 楠本良延）、全国の土の分布や性質をネットで検索
「土壌情報閲覧システム」（農業環境インベントリーセ
ンター　高田裕介）、イネを使って環境修復「カドミウ
ム汚染土壌の浄化技術」（土壌環境研究領域 村上政

治）、50年後の生育環境でイネを栽培「高CO2濃度の
影響評価」（大気環境研究領域 長谷川利拡）、世界と
協力して温暖化防止に貢献「農業由来の温室効果ガス
削減技術」（研究コーディネータ　八木一行）につい
て発表を行いました。発表後の対談では、茶産地全域
での茶草場の分布や耕作放棄地を茶草場として利用
する可能性、土壌情報閲覧システムについて土地利用
変化に伴うデータ更新の見込みや県単位のような地域
的まとまりをもった単位でのデータ提供の方法、カド
ミウム汚染土壌対策としてファイトレメディエーショ
ン手法とその他開発中の手法との比較や実用化に向け
ての課題、高CO2濃度のイネへの影響研究で、影響
評価のみではなく高CO2濃度に積極的に適応するイネ
を作出するような戦略の展望、温室効果ガス削減につ
いてはカドミウム除去や生物多様性など他の環境改善
手法とのトレードオフや農業分野でのCDM＊への展
開、などが主な議論となりました。
また、開会前と休憩時間にロビーで実施した小課題

単位でのポスター発表でも、熱心な議論が交わされま
した。
参加者の半数以上の方からアンケートに対する回答を

頂き、松永和紀氏と発表者の対談の効果により、研究成
果の内容についての理解が進んだという意見やそれぞれ
の発表が従来よりも理解しやすかったという感想などが
多く寄せられた反面、より踏み込んだ提案を期待する意
見も見受けられました。なお、講演内容の詳細および発
表に利用したスライド資料は、当所のWebページ
（http://www.niaes.affrc.go.jp/sinfo/sympo/h22/1117.html）
でご覧いただけます。

（企画戦略室長　井手 任)
＊クリーン開発メカニズム：先進国と途上国が途上国において共同
で温室効果ガス削減プロジェクトを実施し、そこで生じた削減分の
一部を先進国がクレジットとして得て、自国の削減枠に充当できる
仕組み。

司会・ファシリテーターを務めた松永和紀氏
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